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【方法】2009 年から 2012 年にかけて忠海病院で胸部 CT を撮影された毒ガス傷害者を対
象とした。急性期呼吸器疾患、膠原病、免疫疾患、心疾患、臓器移植を含めた肺病変と関
連する疾患のある患者を解析対象から除外した。胸部 CT の読影は放射線診断医 2 名が行






サルファマスタードを製造していた 9 人のうち 5 人(56%)、直接従事していなかった 337
人のうち 48 人(14%)に皮膚病変の既往があった。胸部 CT では 179 人(52%)に何らかの異
常所見が認められた。最も頻度の高かった所見は肺気腫であり、75 人(22％)に認められた。
蜂巣肺は 8 人(2%)に認められた。皮膚病変の既往のある者では皮膚病変の既往のない者と
比較して肺気腫(43% vs. 18%; p < 0.001)、蜂巣肺(8% vs. 1%; p = 0.022)が有意に多く認
められた。サルファマスタード製造に直接従事していた者では従事していなかった者と比
較して肺気腫が有意に多く認められた(56% vs. 21%; p = 0.026)。肺気腫についての単変
量ロジスティック回帰では性別、喫煙歴、サルファマスタードの製造、皮膚病変が有意に
関連する因子であった。多変量ロジスティック回帰では皮膚病変が肺気腫と有意に関連す
る因子であった(オッズ比  2.54; p = 0.008)。喫煙の影響を除外するために、喫煙歴のない
対象に限定して検討した結果、皮膚病変のある者では皮膚病変のない者と比較して肺気腫
が有意に多く認められた(35% vs. 7%; p < 0.001)。 
【結論】毒ガス傷害者の長期生存者において、肺気腫は最も頻度の高い CT所見であった。
毒ガス工場内での急性期皮膚傷害の既往を有する長期生存者においては、たとえ非喫煙者
（never smoker）であっても、肺気腫をより高頻度に認めた。これらの結果より肺気腫が
化学兵器への曝露の長期合併症であることが示唆された。 
